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はじめに






　本書の目的は「なぜ『鬼滅の刃』はこんなにも盛り上がっているのか？」を探求していくことです。






　週刊少年ジャンプで連載されていた吾峠呼世晴氏による漫画『鬼滅の刃』は、特に２０１９年以降、日本中で空前の大ブームを巻き起こしています。出版不況が叫ばれる現在において、書店では紙のコミックスの売り切れが続出。原作漫画はアニメの放送開始からわずか１年足らずで累計発行部数を10倍以上にも伸ばし、公開された劇場版では日本の歴代記録を次々と塗り替え、その盛り上がりは国会でも言及されるなど、原作連載終了後も未だに根強い人気を維持しています。






　現在、漫画やアニメは、もはや子供や熱心なファン達だけが楽しむものではなくなり、『君の名は。』のヒットや、『ONE PIECE』や『進撃の巨人』など、国民的な認知度を持つ作品も多数生まれてきました。しかしそんな昨今においても、この『鬼滅の刃』ブームの規模や勢いはこれまでのヒット作とはどこか異なる得体の知れなさがあります。

「アニメの出来は素晴らしいし、原作もハマる人がいるのが十分わかる面白さだ。でもどうして数あるタイトルの中で『鬼滅の刃』だけがこんなに急に、これほどまでのブームを起こしたのだろう……」

　この本をお手に取ってくださった方の中には、そうした疑問をお持ちの方も少なくないのではないでしょうか。

　最近は本作のブームに言及する記事媒体や特集番組も増えましたが、それでもまだその全貌については明らかになっていない部分も多いです。というのも本作のブームは、漫画やアニメ業界、そのファン界隈に限らず、社会的背景や時勢、人々の生活習慣といった幅広い要因が複雑に重なることで生じており、はっきりと１つ、これが原因だと言い切れる現象ではないだからと思います。






　本書は、そうした複合的なブームの要因ひとつひとつを、出来る限り拾い集めながら、「なぜ『鬼滅の刃』はこんなにも盛り上がっているのか？」を探求することを目的としているのです。






　今回、アニメコラムニストである筆者がこのテーマで本書を執筆させていただいた経緯には、この後各章でも詳しく解説していく通り、『鬼滅の刃』のブームにとって、２０１９年のアニメ化が重要なポイントとなっていたことがあります。

　原作は漫画ですが、『鬼滅の刃』の現在のブームを分析するうえで、アニメの存在は決して欠かせません。また、ライフワークとして毎週１００本以上放送中の全アニメを視聴している筆者にとっても、アニメ化が重要なポイントとなっているこのかつてないほどのムーブメントは、じっくりとその原因を探求せずにはいられないものです。

　それもあって、アニメのリアルタイム放送からですが、本作に触れ、放送後の人気を分析した記事を執筆し、その後もずっとブームを追いながら、その変遷を観察してきた筆者が、そこで得た実体験や集めてきた情報を基に、ありがたくも本書を執筆させていただくことになりました。






　少し話は逸れますが、いち作品ファンでもある身としては、作品に込められた想いや物語の解説は、作品づくりに心血を注いだ関係者の口から、作品から受けた感動は読み手や視聴者ひとりひとりの口から語られるべきだと思っています。なので今回、本作の作品づくりには全く関わっていない、人より少し多くの作品をみて研究をしているにすぎない筆者は、作り手やファンの視点から少し距離を置いた第三の視点から、他の全てのアニメと『鬼滅の刃』はどこがどう違っていたのか、その違いがどのように本作のブームを社会現象にまで至らせたのか、という俯瞰的な分析を心掛けました。（その分、いちアニメ好きとしての作品への思いは、コラムという形で随所に入れ込ませていただきます）






　こうした意図からも、本書では、ブームの分析にあたって原作やアニメの内容に踏み込むことはありますが、作品分析や物語の解説には放送後の人気を分析した記事を執筆し［１］、方向性としては、『鬼滅の刃』という作品が、それを取り巻く環境や社会とどのような相互作用を起こし、何を要因として、どのようにこのブームを生んだのか、さらにそのブームがエンタメ界へとどのような影響をもたらしているのかを中心に、分析を行っていきます。

　つまり、作品の内側（物語、世界観、キャラクター等）だけでなく、作品の外側（エンタメ界、ファンの反応、時代背景等）も含めた多角的な分析を行うことで、『鬼滅の刃』を〝起点〟に、周りで生じている関連の事象を〝線〟で結んでいき、ブームの全貌を〝面〟として捉えていこうという試みなのです。






　このように書くと少しとっつきにくく感じてしまうかもしれませんが、やることはとてもシンプルで、本書では『鬼滅の刃』ブームについて、具体的に次の３つを明らかにしていきます。








①『鬼滅の刃』ブームが生じたプロセス

②『鬼滅の刃』ブームを生みだした要因

③『鬼滅の刃』ブームがエンタメ界に与えた影響










　そのために本書は、以下の３章構成で展開していきます。

　第１章は、『時系列で振り返る『鬼滅の刃』ブームの軌跡』と題して、この『鬼滅の刃』ブームはどのようにして発生してきたのか、①『鬼滅の刃』ブームが生じたプロセスを解明していきます。具体的には、本作の連載開始から現在までの軌跡を年表でまとめたうえで、ブームの着火点やブームを勢いづかせた要所の出来事を取り上げ、具体的なデータ（累計発行部数、本誌での掲載順、検索数推移等）と共に分析をしていきます。

　第２章は「『鬼滅の刃』ブーム３つの外的要因」と題して②『鬼滅の刃』ブームを生みだした要因について分析していきます。具体的には、『鬼滅の刃』ブームが生じるにあたって欠かせなかったと考えられる３つの要因（配信環境の充実、ファン層の拡大、令和という時代背景）を、関連する出来事やデータと共に分析、解説していきます。

　第３章は「『鬼滅の刃』が漫画・アニメ界に与えた影響」と題して、③『鬼滅の刃』ブームがエンタメ界に与えた影響の分析を行います。具体的には、昨今の漫画・アニメ界における具体的なデータ（掲載時の週刊少年ジャンプの部数推移、その他人気作のデータ、映像ソフトの売り上げ等）との比較を行うことで、本作及び本作のブームが生みだした様々な数字（累計発行部数等）の特異性と、それらが漫画・アニメ界に与えた影響を明らかにしていきます。








［１］〝２０１９年の顔〟となったアニメ「鬼滅の刃」とは：近年稀にみる盛り上がり方の特徴（小新井涼）－Ｙ！ニュース https://news.yahoo.co.jp/byline/koarairyo/20191209-00154183/
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第２章　『鬼滅の刃』ブーム３つの外的要因


要因１：配信環境の充実が上手く機能したこと


配信環境の充実

配信環境の充実が上手く機能していた点１：アニメ放送中の〝後追い〟を可能に

配信環境の充実が上手く機能したこと２：放送終了後のアニメ視聴を可能に

配信環境の充実が上手く機能すること＝後発的な盛り上がりに伴う新たな作品需要に応え続けること



要因２：ファン層が上手く拡大していったこと


ファン層の拡大

アニメ放送後半から放送終了直後にかけての拡大：アニメ・漫画ファン層とその周りの一般層へ

アニメ放送終了後２０１９年末にかけての拡大：普段アニメや漫画文化に触れることのない一般層へ

２０２０年の年明け以降無関心層への作品認知：ファン層の拡大が生んだ「今これを知らないのはやばいのでは」という空気
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おわりに










第１章　時系列で振り返る『鬼滅の刃』ブームの軌跡






　本章では、現在の『鬼滅の刃』ブームがどのようにして生まれたのか、そのプロセスとブームの全貌を、本作が歩んできた軌跡を時系列で振り返りつつ明らかにしていきます。

　今でこそ、『鬼滅の刃』が人気だということはすっかり多くの人に認識されているものの、この本をお手に取ってくださった方の中にも、２０１９年４月のアニメ放送開始時には、まだその存在も知らなかったという人が少なくないかもしれません。人によっては、２０１９年末あたりから何の前触れもなく突然現れたようにも見えるこの『鬼滅の刃』ブームは、そもそもいつ生まれ、どのように大きくなってきたのでしょうか。

　こうした疑問を明らかにしていくために、まずは本作が連載開始から現在に至るまでに歩んできた軌跡を年表としてまとめ、本誌掲載順や検索数推移といった具体的なデータと共に、『鬼滅の刃』ブームが生まれたタイミングを探ってみます。そして、生まれたブームをより勢いづかせることとなった様々な出来事を振り返りながら、本作の盛り上がりがどのような変遷を辿ってきたのか、その大まかな全貌を明らかにしていきます。






様々なデータからみる『鬼滅の刃』ブームの軌跡






　この節では、以下にこの後の分析で使うデータを一覧としてまとめていきます。まずこちらは、『鬼滅の刃』が週刊少年ジャンプで連載を開始した２０１６年２月15日から、本書執筆時（２０２０年10月）までの、本作のブームにまつわる主な出来事を、簡単な年表としてまとめたものです。






[image: ]






[image: ]






[image: ]






[image: ]






[image: ]






[image: ]






[image: ]






[image: ]






[image: ]






　続いてのグラフは、『鬼滅の刃』原作漫画の「週刊少年ジャンプ」内での掲載順推移を全２０５話分、視覚的なイメージ図としてまとめたものです。

　読者アンケートの結果を基に決まる本誌掲載順は、「週刊少年ジャンプ」において、人気の度合いを示すひとつの指標となります。

　下記グラフでは、〝掲載順位/その号の全掲載タイトル数〟として集計したデータを、巻頭掲載時が頂点となるように（掲載順が下がるにつれ数値が低くなる）調整しました。囲み線内に記されているのは、その話数内で展開されていた主なエピソードです。
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　最後に、本作のマスメディア（テレビ、雑誌、新聞）での露出頻度をデータ化し、以下にまとめました。まずは、本作のブームが生じた際、特集が急速に増えた２０１９年12月に、本作が登場したテレビ番組のデータです。
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　続いて以下は、雑誌や新聞などの紙媒体における本作の登場データをまとめた表です。
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　以上のデータを随時参照しつつ、次の節からはブーム誕生のプロセスについて詳しく分析していきます。










『鬼滅の刃』ブームはいつ始まったのか






　恐らく一般的に〝現在の『鬼滅の刃』ブームは２０１９年ごろから始まり２０２０年にかけて大きくなっていった〟という漠然としたイメージがあると思います。しかしご存知の通り、原作の連載が始まったのはそれより３年も前の２０１６年２月です。

　では２０１９年に至るまでは、本作が日の目を見る機会は全くなかったのでしょうか。連載開始から３年以上の時間を経て、急に爆発的な盛り上がりをみせたのはなぜなのでしょうか。

　本作が連載開始以降、歩んできた軌跡を辿りつつ、探っていきます。






連載開始以降アニメ化前






　前述のイメージもあってか、『鬼滅の刃』ブームを語る際はどうしても２０１９年以降の盛り上がりに注目されることが多く、そこに至るまでの、連載開始当初からみた本作の人気については看過されがちです。そのため場合によっては、まるで２０１９年以前はあまり人気がなかったかのように扱われてしまうこともあるのですが、そこに至るまでの軌跡を辿ってみれば、決してそんなことはなかったことがわかります。






　例えば、本作が連載されていた「週刊少年ジャンプ」において、作品人気を示す大きな指標ともなる〝掲載順〟を示したグラフ１～５に注目してみてください。

　連載が開始された２０１６年中は、度々掲載順が後半寄りになることもあった本作ですが、２年目となる２０１７年には、巻頭掲載の頻度も増え、３年目となる２０１８年以降は後半に掲載されることはほとんどなくなります。連載２年目以降は、那田蜘蛛山を経て柱合会議後、〝柱と一緒の任務で上弦の鬼と対峙する［２］〟という大いに盛り上がるエピソードが続くこともあり、作品やキャラ人気も、この時期により堅実なものになっていったのでしょう。

　加えて、２０１６年にはカラー掲載が７回、増刊号である「ジャンプＧＩＧＡ」への出張掲載が２回、２０１７年にはカラー掲載が９回、ＧＩＧＡへの出張が３回（うち１回は表紙）、２０１８年はカラー10回、ＧＩＧＡ出張２回と、上記原作エピソードの盛り上がりや人気の高まりに合わせて、カラー掲載や増刊号への出張掲載もコンスタントに行われていました。






　現在度々取り上げられるコミックスの累計発行部数に関しても、出版指標年報２０２０によると、２０１７年末の時点で２００万部、２０１８年末には３００万部を既に突破していたそうです。

　週刊少年ジャンプ本誌の紹介文にも、「ジャンプコミックス大重版御礼表紙＆巻頭カラー」（２０１７年７号）、「ジャンプコミックス全巻大重版御礼センターカラー」（同年12号）、「ジャンプコミックス売上好調記念センターカラー」（２０１８年８号）といった記載が度々あることから、コミックスの売り上げもその時点で既に好調であったことが窺えます。






　さらに、連載開始から１年と少し経った２０１７年４月には、作品公式のTwitterアカウントも始動されました。20作前後ある週刊少年ジャンプの連載作品陣の中で、作品単体のTwitterアカウントがある作品は大体半数程。人気の度合いによってはいつ連載終了となるかもわからない中で、作品単体のＳＮＳアカウントが運営され始めたことからは、本作がこの時点で編集部サイドからも中堅以上の期待作とされていたことや、このあたりから既にアニメ化の話が動いていたのではないかということなども窺えます。






　以上のことからも、本作はアニメ放送開始以前から、既に週刊少年ジャンプの連載陣の中でも、人気作と呼べる位置づけにあったことは間違いないでしょう。







［２］無限列車編や吉原遊郭編








あくまで人気の〝爆発〟はアニメ放送以降






　ではそれにもかかわらず、どうしてこの『鬼滅の刃』ブームは２０１９年以降のことばかりが取り沙汰されるのかというと、それはその時期からの本作にまつわるあらゆる数字の伸び率が、それ以前と比べて飛びぬけすぎているからです。






　表１から表４をみるだけでも、累計発行部数を始め、Googleトレンド数値の推移や新聞での紹介件数などが、いずれも２０１９年を境に急増していることがわかります。






　簡単にその変遷を辿ってみましょう。

　アニメの放送が始まった２０１９年の４月以降、まず検索数や累計発行部数が徐々に伸び始め、あわせてTwitterでも関連ワードがトレンド入りをする機会が増えていきます。

　その後アニメの放送終了後は、年末にかけて特に原作の累計発行部数が急増、２０２０年の年明けから５月の原作完結にかけてもさらに部数を伸ばしつつ、各種報道や雑誌・新聞といった紙媒体での露出機会も増えていきました。

　原作完結以降は、ここにきて初めてGoogleトレンドの検索数で落ち着きを見せ始めたものの、２０２０年10月の劇場版公開にあわせて再び増加しています。






　こうした流れやデータを鑑みると、確かにアニメ放送以前から既に一定の人気はあったものの、やはり現在認識されている『鬼滅の刃』ブーム――累計発行部数の爆発的な伸びや世間的な認知度の急上昇など――というものは、一般的な認識通り、２０１９年以降、特にアニメの放送が開始された２０１９年４月以降に起きたものであるといえそうです。






ブームの発生とその変遷






　概観ではありますが、改めて本作の連載開始から現在までの軌跡を辿ってみると、『鬼滅の刃』は、２０１９年４月のアニメ放送開始以降、それまでを上回る勢いで人気に火が付き、結果、現在に至る大きなブームが生まれたことがわかりました。

　またそのブームは、アニメの放送開始を着火点としてその後３回――アニメ放送終了から２０１９年末、２０２０年年明けから５月の原作完結まで、そして10月の劇場版公開にかけて――その盛り上がりが大きく勢いづくタイミングがあったように見えます。






　それぞれの時点では、一体どのようなことが起きていたのでしょうか。










ブームの着火点となったアニメ化






　検索数や累計発行部数の急増、ＳＮＳなどでの盛り上がりをみるに、２０１９年４月から放送を開始した本作のアニメが、現在に至るまでの『鬼滅の刃』ブームの〝火付け役〟となったことはまず間違いないでしょう。しかし上記データの推移をみてみると、２０１９年４月６日の放送開始と同時に一気に火が付いた……という訳でもなさそうです。

　アニメ放送開始以降、一体どこでどのように、本作のブームに火がついていったのでしょうか。






火が付いたタイミングはどこ→アニメ放送開始直後ではない？






　そもそも本作のアニメ第１話が最初に公開されたのは、テレビ放送が開始される４月６日よりも以前のことでした。アニメ第１話から第５話までが、特別先行上映版『鬼滅の刃 兄妹の絆』として、テレビ放送に先駆け３月29日から全国の映画館で既に公開されていたのです。

　アニメの放送開始と同時に即ブームの火が付く（＝第１話の時点でバズる・話題になる）タイプの作品であれば、テレビアニメの先行上映では異例の第５話までが一気に公開された３月末の時点で既に話題になっていてもよさそうなものですが、確かに２０１９年春アニメの中でも注目株ではあったものの、この時点では他作品よりも飛びぬけて本作だけが話題になっているといった様子は、まだみられませんでした。

　ただし、だからといって特別上映が不評だった訳ではなく、当初２週間限定上映であったこの「兄妹の絆」は、度々上映期間の延長が実施され、一部の劇場ではテレビアニメの放送が始まった後も５月上旬ごろまで上映が続くほど好評であったことは忘れてはなりません。

　あくまでこの時点での盛り上がりは、前の節で紹介した、既に一定数存在していた原作ファンを中心としたものであり、〝まだ『鬼滅の刃』を知らない人〟にまで作品の評判が届きだすのは、もう少し後のことだったようです。






最初に火が付いたタイミングは？






　アニメ放送開始後、本作関連のニュースが話題になり始めたのは、第３話放送直前の４月19～20日にかけて、本作のアニメ放送が２クールであることが発表されたタイミングでした。「鬼滅２クール」のワードはTwitterでトレンド入りし、放送が始まっていたアニメの評判も相まって「このクオリティで連続２クール!?」という驚きや喜びの声が多く挙がっていたようです。

　ただ、ここでのＳＮＳのリアクションをみると、「２クールということは原作のここまでやるかな？　あのキャラも出てくるかな？」といった声が多く、既に先を知っている＝原作ファンからの反応が中心であったように見受けられます。

　また、そうした原作ファンからみても、アニメ序盤はかなり時間をかけて丁寧に展開している印象が強かったのか、「ならば２クールも納得」という声のほかにも、「なかなか盛り上がらない」「まだ原作売上は変化がなさそう」といったリアクションもありました。

　この時点ではまだ、既存のファンにとっても〝丁寧にアニメ化されていてすごい出来！〟という実感と共に、〝（これだけ面白いのだから）もっと盛り上がってもいいはずなのに〟といったもどかしさもあったようです。






　そんな本作の盛り上がりが、元々の原作ファン以外も巻き込んで一気に加速したのを感じたのは、その後かなり話数が進んだ６月下旬のアニメ12話［３］放送時のことでした。

　放送に伴いTwitterでは「＃鬼滅の刃」がトレンド入りし、回転する屋敷で繰り広げられる激しい戦闘を描いた凄まじい映像へのリアクションが、タイムラインを賑わせたのです。

　中でも特筆すべきは、アニメではここで初めて明かされる善逸の戦闘スタイルへの反応でした。そこには、既に内容を知っている原作ファンからのリアクションだけでなく、これまで情けない姿ばかりみせていた善逸が眠ることで覚醒すると強くなることへの驚きの声という、それを知らなかった＝アニメから本作に入った視聴者からのリアクションが見受けられたのです。

　迫力の映像で描かれた鼓屋敷での戦闘を終えた後は、仲間達との関係性を描いたほっとひと息つけるエピソードを挟んで、本編は那田蜘蛛山編へ突入。一気に物語が盛り上がるタイミングであったことに加え、度々一挙配信が行われていたことや、放送を重ねる度に大きくなるファンからの反響も後押ししてか、この時期から話題を聞いて原作を買い始めてみたり、アニメに〝追い付いた〟という新たなファンの声が目立ち始めました。






　こうして〝アニメからの新しいファン〟も取り込みつつ、徐々に大きくなってきたアニメの盛り上がりが最高潮に達したのが、第19話「ヒノカミ」の放送時です。

　関連ワードが続々とトレンド入りを果たしたことは、その話数の素晴らしさを物語るだけでなく、本作の反響や盛り上がりが、４月の放送開始時点よりもかなり大きくなっていることを、応援してきたファンにも改めて認識させたのではないでしょうか。

　その後は柱のキャスト発表もあったりと、ファンの熱量をさらに高め続けながらも、アニメは９月末に最終回を迎えます。しかしそこでさらに劇場版の発表が行われたことで、本作の人気や盛り上がりはアニメ放送終了後も維持されることになったのです。






　上記の流れは、「様々なデータからみる『鬼滅の刃』ブームの軌跡」でみてきた客観的なデータからも窺うことができます。検索数の伸びだけでなく、原作累計発行部数の伸びも、アニメ１クール目の４月から６月にかけての５００万部から７００万部への増加に比べ、２クール目（７月から９月）は７００万部から１２００万部と２倍以上の増加を見せました。

　Twitterのトレンド入りの頻度をみても、同じアニメ放送中でも、前半１クール目よりも後半２クール目の方が、頻度や関連ワード数も増えているようです。

　こうした状況を鑑みるに、ブームの火付け役となったアニメに火が付いたタイミングは、放送開始直後というよりは、アニメ放送中版以降、最終話にかけての２クール目からであったといえそうです。







［３］11話で我妻善逸と嘴平伊之助が合流し、その後炭治郎と行動を共にするメインキャラクターが揃った後、鼓屋敷での戦いが本格的に繰り広げられるエピソード。








本格的に火が付いたのはアニメ放送後半から






　『おそ松さん』（２０１５）や『ユーリ!!! ｏｎ ＩＣＥ』（２０１６）、『けものフレンズ』（２０１７）や『ポプテピピック』（２０１８）など、近年話題となった深夜アニメをみてみると、初回放送か放送開始後数話以内に〝バズる〟ことで盛り上がる作品が続いていました。

　しかしアニメ『鬼滅の刃』に関しては、前述してきた通り、特に連続２クールの中盤以降に、後追いのファンも新たに取り込みつつじわじわ話題になっていくという、最近では珍しい盛り上がり方をしていたのです。






　そうして後半にかけて右肩上がりに盛り上がり続けてきたアニメ放送は、〝この続きのエピソードが映画化される〟という発表と共に最終回を迎えました。そんな、思わず先が気になってしまう終わり方は、その後アニメ放送終了後に、ファンが原作に手を伸ばし始めるきっかけにもなったようです。










ブームが勢いづいたタイミング①：アニメ放送後から年末にかけて






　アニメ放送の中盤以降に火が付いた『鬼滅の刃』ブームですが、そのブームをさらに勢いづかせた最初のタイミングが、〝アニメ放送終了後から２０１９年の年末〟にかけての時期でした。

〝アニメ化をきっかけに人気があがる〟だけならば、それは漫画原作の作品においては極めて一般的な出来事です。しかしそれでも、盛り上がりのピークはアニメ放送中から放送終了直後までで、その後は徐々に落ち着きを見せ始めるのが普通でした。

　ところが『鬼滅の刃』は、アニメ放送終了以降３ヶ月のこのタイミングで、累計発行部数がアニメ放送中以上のとんでもない伸び（アニメ放送中：５００→１２００万部、放送終了後から年末：１２００→２５００万部）をみせたのです。ブームの火付け役となったアニメが放送を終えたにもかかわらず、そこで生まれたブームをさらに勢いづかせることになったこのタイミングには、一体どのような出来事があったのでしょうか。






原作関連の話題にも火が付く






　アニメの放送が終わった10月以降からは、それまでと比べて、特に原作関連のニュースが話題になることが増え始めました。

　最初に注目を集めたのは、アニメ放送終了後すぐの10月４日に発売された原作第17巻と、小説版「片羽の蝶」に関する話題です。新刊発売に合わせて関連ワードがＳＮＳで続々とトレンド入りをしたのですが、話題となった一因に〝店頭で完売が相次ぎ、全国的な品薄状態となっていた〟ことがありました。

　これまでは発売日に問題なく購入できていたコミックスがなかなか買えないこの事態は、アニメ放送を経た本作の人気の高まりを、原作ファンが益々痛感した出来事でもあったと思います。

　また、紙の本が売れないと言われている時代に、コミックス・小説共に入手困難になったことで、それを売る書店側も、本作の人気の高まりを改めて実感したのではないでしょうか。






　またこのころからは、毎週のジャンプ発売に合わせて「鬼滅本誌」というワードがトレンド入りする頻度も増えてきました。これはそのときに掲載されていた原作の内容がクライマックスに向けた怒涛の展開であり、本誌派の人々が、まさに登場人物達の生死がかかった戦いに、毎週大いに盛り上がっていたためだと思います。

　このことは少なからず、トレンド入りをきっかけに本誌のネタバレを踏みたくないと、アニメから入った新しいファンが原作漫画に手を伸ばし始める後押しにもなったのではないでしょうか。

　また単純に〝まだアニメ化されてない先の話も知りたい〟と、新たに原作を購入し始めるファンもいたのでしょう（実際に本書担当編集氏が、そんなアニメをきっかけに作品ファンになり、放送後に原作全巻を揃えたうちの一人でした）。

　そうしてこの時期、〝基本的に最新刊のみを求める（既刊は既に持っているため）既存のファン〟だけでなく、このタイミングで〝既刊全巻を新たに購入するアニメ放送以降の新規ファン層が急増〟し、年末にかけて様々なコミックス売上ランキングにおいて『鬼滅の刃』が上位独占するという異例の事態が増加していったのだと考えられます。






アニメファン以外への接触チャンス






　原作漫画の話題が増え始めたことに加え、この時期の特徴的な出来事に、〝アニメ・漫画ファン以外の一般層〟にも『鬼滅の刃』という作品や、その人気が知られる機会が増加したことがあります。

　ひとつの原因として考えられるのが、タレントの椿鬼奴氏が連載開始当初からの大ファンであることがバラエティ番組で周知されたことを筆頭に、その後人気が広がるにつれ、田村淳氏や加藤浩次氏といった著名人が次々と本作に手を伸ばしていると話題になったことです。

　このことは、それを見てすぐに手を出さないまでも、普段アニメや漫画関連の情報にあまり触れない人にも、「そんなに人気の作品があるんだ」と、『鬼滅の刃』を認知させるきっかけになったと思います。






　年末にかけてはYahoo!検索大賞２０１９やTwitterトレンド大賞２０１９にて軒並みアニメ部門賞を受賞することで、「２０１９年アニメの顔」としての認識も広がりました。加えて、前述した各コミックランキングでの上位独占や書店での品薄状態などを受け、12月ごろからは各種報道番組でも、本作の人気に関する特集が増加し、そうしてテレビで取り上げられる度にＳＮＳで話題になって盛り上がりが益々伝播していく連鎖反応も生じます。（表３参照）






　ここで注目なのが、それらの報道の中で、タレントの加藤浩次氏が本作を娘さんからオススメされたということが話題になった点です。この時期同じように、子供や会社の同僚から薦められたといって本作に触れ始める人が増加し、それも〝普段アニメや漫画にあまり触れない層にも本作が広がっていく〟きっかけとなっている様子が見受けられました。

　残酷な描写や特殊な用語はあるものの、大正時代というわかりやすい舞台設定や、兄弟や家族の絆といった普遍的な魅力も多く、薦める側にとっても布教しやすいし、薦められる側にとっても入り込みやすい作品であるのも大きかったのかもしれません。






　極めつけとして、12月下旬にはアニメの主題歌である「紅蓮華」が７ヶ月ぶりにオリコンランキングで首位に返り咲き、その後、年末の紅白歌合戦にて披露されたことで、日本中の〝お茶の間〟にこの曲と共にアニメ映像が届くことになりました。






　こうしてアニメ放送終了後の10月から年末にかけて、オススメされればみるくらいで普段はあまりそうした情報に触れない人にまで、本作が知られる様々な出来事が共時的に生じたことで、アニメ・漫画ファン以外の一般層にもその人気が広がっていったのだと思います。






原作との相乗効果とファン層の広がり期






　深夜アニメの盛り上がりは、いくら話題になったとしても、通常は放送終了と共に徐々に落ち着きをみせ始める（一時的なファンが新しいジャンルに移動するなどして、作品人気を支える層が熱心なファンに収斂されていく）ものです。しかし本作はアニメ放送終了後のこの時期、原作との相乗効果やアニメ・漫画ファン以外への作品周知により、むしろアニメ放送中以上の盛り上がりと新規ファンの流入が見受けられたのが特徴的でした。

　これはアニメ放送によって火が付いたブームをさらに勢いづかせるだけでなく、ここから２０２０年の年明け以降、さらにその盛り上がりが増し、社会現象と呼ばれるに至るまでの土壌を作る時期になっていたのだと思います。










ブームが勢いづいたタイミング②：年明けから連載終了にかけて






　アニメ放送終了後、２０１９年の年末にかけて大きくなっていった本作のブームは、２０２０年の年明け以降、５月の原作完結にかけてさらなる盛り上がりをみせることになります。これにより、年末あたりからささやかれていた『鬼滅の刃』ブームの〝社会現象化〟という言葉も各種メディアで頻繁に使われるようになり、その言葉を実証するような出来事も日本中で生じ始めるようになりました。






データでみる社会現象






　２０２０年の年明け以降も、引き続き各コミックスランキングの上位を『鬼滅の刃』が独占するというニュースが相次ぎます。

　中でも話題になったのが、「オリコン週間コミックランキング」において、史上初の１位から10位を本作が独占するという快挙を成し遂げ、その記録を５週まで維持したことです。

　加えて実はトップ10だけでなく、トップ20以内も全て本作の既刊が占めていたことからは、話題を聞きつけて、年明けから改めて本作に手を伸ばす（既刊を一気買いする）新しいファンも多数いたことが窺えます。






　累計発行部数も短期間の間に２０００万部ずつ数を増し、人気スマホゲームやコンビニ、飲食店、アミューズメント施設や各種企業・メーカーとのコラボも益々増加。町中を歩いていても本作のタイトルやイラストを目にしない日はない程となっていきました。






　また、２０２０年の年明け以降特に顕著だったのが、アニメや漫画に関係のない一般雑誌や新聞記事で、本作が取り上げられる機会が増加したことです。表３でまとめたように、「ＶｉＶｉ」や「セブンティーン」といったファッション誌から、「週刊女性」や「週刊朝日」、「ＦＬＡＳＨ」や「ＡＥＲＡ」といった週刊誌、「日経トレンディ」など、幅広いジャンルの一般誌で『鬼滅の刃』というタイトルが確認できました。






　特筆すべきは、年明け以降の新聞への掲載数の急激な増加です。アニメ放送開始から２０１９年末までは、本作『鬼滅の刃』がタイトル・本文中に含まれる新聞記事は１４３件でしたが、２０２０年は10月末時点で既に２１８５件となっていました。

　こうしたことからも、本作のブームが単なるトレンドではなく、年明け以降はあらゆる分野の幅広い層から興味関心を集める社会現象と化してきていることが窺えます。

　同時に、年明け以降のこうした一般メディアでの露出の増加は、こうした機会がなければ『鬼滅の刃』というタイトルや存在自体も知らないまま過ごしていたであろう、より広い層にまで、本作とその人気を周知させる機会にもなっていたことでしょう。






コロナ禍と原作最終回






　２０２０年、年明け以降の出来事として、『鬼滅の刃』だけでなく、あらゆるアニメや漫画、エンタメジャンルが直面した新型コロナウィルス（COVID-19）の影響は看過できません。『鬼滅の刃』も、作品ステージを開催予定であった「Anime Japan2020」の中止をはじめ、アニメBlu-ray・ＤＶＤ第10巻の発売延期や、テレビアニメの展覧会「全集中展」の開催延期や一部中止等の影響を受けました。

　その一方で、休校やリモートワークへの移行が進み、休日も外出自粛が叫ばれるステイホーム期間に突入することで、家でもできる娯楽として漫画やアニメが重宝される中、本作『鬼滅の刃』に新しく手を伸ばし始める人、改めて作品を見返す人も少なくなかったと思います。

　実際に、映像配信サイトでは、３月以降も本作が再生数ランキングに入り続ける様子が見受けられ、アニメ放送終了から１年が経った９月の段階でも、Netflix Japanでは、今日の総合ＴＯＰ10（日本）に連日本作がランクインしている様子が確認できました。






　４月10日には、３月以降新作劇場版アニメの封切が軒並みストップしている中で、劇場版「無限列車編」の公開が10月16日となったことが発表されます。４月の緊急事態宣言発令に伴う娯楽施設の営業休止や、そうでなくても放送延期が相次ぐほどアニメの制作現場が混乱していましたが、この時期にあえて公開延期ではなく公開日の発表がされたということは、その時期には完成の目途も立っているのであろうと、ファンの期待がさらに高まっていきました。

　そうして迎えた５月、原作の連載が５月18日に堂々の完結を迎えます。未だブームが過熱し続ける中での連載終了に世間からは驚きの声もあがりましたが、それ以上に、（実はアニメ放送時には既に突入していた）最終決戦をずっと見守り続けていた作品ファン達からは、作品と作品関係者への感謝と労いの声があがり、いずれにせよこの時期ＳＮＳのトレンドは、本作関連の話題で持ち切りとなりました。






「今これを知らないのはやばいのでは？」という状態へ






　２０２０年の年明け以降の流れをみると、もはやアニメ・漫画業界やその周辺界隈だけでなく、日本中のあらゆる分野が本作のブームに注目し、その盛り上がりが社会現象となっていった様子が窺えました。

　これは筆者が２０２０年の２月時点で「鬼滅の対談［４］」に出演させていただいた際にお話したことでもあるのですが、こうして年明け以降にブームを加速させた一因には、年末までの土壌や年明け以降の盛り上がりによって、世間に「今この作品を知らないのはやばいのではないか？」という空気が醸成されていたこともあると思います。

　続く第２章で詳しく紹介しますが、アニメ・漫画ファンから始まったブームが、その周辺の、アニメや漫画をそれなりにみる一般層を巻き込み、そこからさらに高い壁を持つ〝アニメや漫画に全く興味がない一般層〟にまで広がるためには、「ここまで世間で評判ならばアニメとか漫画とか関係なく、履修せざるを得ない」と思わせるこの世間の空気が必須事項です。

　２０２０年の年明け以降、原作完結にかけてさらに本作のブームが勢いづいた裏側には、こうして世の中に「今この作品を知らないのはやばい」という空気を生じさせるほどブームが盛り上がっていったことが大きいと思います。







［４］伊黒小芭内役の声優・鈴村健一氏がＭＣを務めるTOKYO FM「ONE MORNING」で行われた企画。本作の大ファンである椿鬼奴氏や本作アニメのプロデューサー高橋祐馬氏などを日替わりで招いて対談を行った。著者も日替わりゲストとして２月12、13日に出演。












第１章のまとめとブームの第３波となった劇場版






　本章では、連載開始から現在までに『鬼滅の刃』が歩んできた軌跡を辿ってみることで、現在生じている『鬼滅の刃』ブームの全貌を明らかにしてきました。

　そして、どうしても２０１９年以降の盛り上がりにフォーカスされがちなものの、本作は連載開始からアニメ放送までの間にも既に一定の人気を確立してきたこと。それでも現在起きているブームの着火点となったのは、やはり２０１９年のアニメ放送であり、その後アニメ放送終了後から２０１９年末にかけてと、２０２０年年明けから原作完結にかけての２度、ブームがさらに勢いづく波が起きていたことがわかりました。

　しかし本作のブームはその時点ではまだまだ終わりません。原作完結後、原作コミックスは10月２日発売の22巻でついに大台の１億部を突破。続く10月16日に公開された劇場版『鬼滅の刃』無限列車編が、公開直後から日本映画史の歴代記録を次々と塗り替え、国内だけでなくコロナ禍で苦しむ世界中のエンタメ業界からも注目を集めたりと、現在、本作のブームが勢いづく第３波となっています。






　こうして明らかになったブームの全貌としては、ブームの着火点（アニメ放送中）以降、盛り上がりが勢いづいた大きな波が３回――①（アニメ放送終了後から２０１９年年末）、②（２０２０年年明けから原作完結まで）、③（２０２０年10月劇場版公開以降）――あったと言えそうです。

　ブームの着火点では、アニメ放送開始と同時にではなく、２クール目以降徐々に熱量を上げて盛り上がりが目立ち始め、①のアニメ放送終了後から年末にかけては、原作漫画の盛り上がりが高まってファン層がさらに拡大し、②その後２０２０年年明け以降、その盛り上がりが社会現象と呼ばれるまでに至ることで、普段アニメや漫画に接する機会が全くない層にまで評判が伝わりました。そして③では、本書執筆中の10月末時点で、連日劇場版関連の話題が尽きず、未だブームのピークがみえてこない状態です。

　今年に入ってから本作や本作が起こしたブームを知った人にとっては、いきなり現れた作品がいつの間にか社会現象と言われるほど人気になっている事態が不可解に思えたかもしれません。

　しかし本作が歩んできた軌跡を改めて振り返ってみると、連載開始から２０１９年までのいわば黎明期といえる時期から、本作のブームは上記の流れで共時的かつ連鎖的に、時間をかけて生じてきたことがわかります。

　ただし、本章で分析してきたのはあくまでブームの全貌と盛り上がりのプロセスであり、それだけでは〝アニメ化をきっかけに原作人気があがるというごく一般的なきっかけ〟が、なぜ『鬼滅の刃』ではこれほどのブームに繋がったのか、その要因までは明らかになっていません。

　数ある作品の中で、『鬼滅の刃』だけがこのようなブームを起こすことができた要因とは何なのでしょうか。次の章で詳しく分析していきます。










アニメコラム①：『鬼滅の刃』のアニメは〝神作画〟なのか






　ブームの火付け役となった『鬼滅の刃』のアニメは、物語や世界観、キャラクターといった原作漫画に裏打ちされた魅力を土台に、アニメならではの手法で表現された美しい大正時代の風景や迫力のアクションシーンなどが話題となり、特にその映像美は、大人から子供まで、それこそ普段はあまりアニメをみないという人までが本作にハマるきっかけとなりました。

　こうして多くの人々を魅了している本作のアニメ映像の美しさは、度々各所で〝神作画〟と称されることがありますが、間違いではないものの、それでは足りないようにも思います。アクションシーンでの目が回るほどのカメラワークを可能とする３Ｄや美しい美術、温度を感じる色彩、惹きこまれる画面をつくる撮影処理やエフェクトなど……。手描きの作画もそれはもうもちろん神作画で間違いないのですが、本作の映像が特に素晴らしいと言われる所以は、神作画というよい素材だけでなく、そこへの調理や味付け、盛り付けまでがリッチな料理としての美味しさ、もっと複合的な美しさにあると思うからです。

　それもあって、本作アニメの映像美とは、神作画であるのはもちろん、どちらかというと（もっといろいろなところを込みで崇めさせてほしいという気持ちも含めて）神映像と称した方がよいのではと、個人的には思っています。最近はそうしたアニメ制作の様々なセクションを手掛ける方へのインタビューも増えているので（下記や劇場版パンフレットなど）、どのような技巧のうえに、多くの人々を魅了するあの映像が生まれているのか、それを知ったうえで改めて作品を楽しんでみるのもオススメです。






参考記事


・世界を虜にしたアニメ『鬼滅の刃』はどう作られたのか ufotableにしかできない作画とＣＧの融合 前編




https://area.autodesk.jp/case/animation/kimetsu-01/









・世界を虜にしたアニメ『鬼滅の刃』はどう作られたのか ufotableにしかできない作画とＣＧの融合 後編




https://area.autodesk.jp/case/animation/kimetsu-02/












第２章　『鬼滅の刃』ブーム３つの外的要因






　アニメが火付け役となり、その後３度、大きな盛り上がりの波を生んだ『鬼滅の刃』ブームですが、そうしたプロセスを辿るうえで特に欠かせなかった決め手とは、一体何だったのでしょうか。

　本章では、そんな〝『鬼滅の刃』ブームの要因〟について言及していきます。






　なお、冒頭でも断った通り、本書ではその要因を作品の内部のみには求めません。原作が面白い、アニメが素晴らしい、ストーリーが・世界観が・主題歌が・キャラクターが・キャスト陣が魅力的……などなど、本作が人々を魅了する要素を作品内部だけに求めてしまうと、理由は『鬼滅の刃』にハマった人の数だけ挙げることもできてしまいます。

　また逆に、本作のようなブームを生まなかった他の膨大なアニメや漫画には、そうした要素がなかったのかというと、もちろんそんなことはありません。年間３００本以上の新作アニメが放送され、ウェブトゥーンなども含めると数えきれないほどの漫画が生まれている現在、まず前提として〝作品の面白さは絶対条件ではあるものの、それだけではなかなか社会的なヒットにまで至らない〟という状況があるのです。






　以上を踏まえて、本章では『鬼滅の刃』が持つ〝作品そのものの魅力は大前提〟としたうえで、その魅力が多くの人々に伝わりこのブームが生まれ、拡大していくために欠かせなかったと考えられる〝３つの外的要因〟について言及していきます。










要因１：配信環境の充実が上手く機能したこと






配信環境の充実






　『鬼滅の刃』ブームの発生にまず欠かせなかったと考えられるのは、盛り上がりの火付け役となった２０１９年のアニメ放送です。既に一定数のファンはいたものの、アニメ放送以降の盛り上がりは、それまで本作を知らなかったより多くの人々にまで、作品の存在と面白さを知らしめるきっかけとなりました。

　そして、このように本作がアニメをきっかけに新たなファンを増やし、ブームの火付け役となるためには、アニメの〝放送〟だけではなく、同時に〝配信環境の充実〟というのが欠かせなかったことが考えられます。

　しかしすっかり配信サービスも普及・定着してきた現在、複数のプラットフォームで配信を行っているアニメは、もちろん『鬼滅の刃』だけではありません。ここで挙げるのは、〝『鬼滅の刃』が他のアニメと比べて配信環境が充実していたこと〟ではなく、他のアニメと比べて、作品が盛り上がるために配信環境の充実が〝上手く機能したこと〟が、ブーム拡大の外的要因になっていた、ということです。






配信環境の充実が上手く機能していた点１：アニメ放送中の〝後追い〟を可能に






　第１章でみてきた通り、本作アニメの盛り上がりは、放送開始時はファンがもどかしく感じてしまうほどの規模感であったのが、特に12話以降、最終話にかけて徐々に大きくなっていくというものでした。放送話数を重ねる度に、その展開や映像美が話題となり、それを聞きつけて視聴を始めた人々が新たなファンとなって、本作の盛り上がりに加わり続けていったからです。

　こうした〝放送後半にかけて規模が拡大していく盛り上がり〟も、アニメ放送中にコンスタントに行われていた一挙配信と、AmazonプライムやNetflix、ｄアニメストアなどでの定額見放題といった配信環境の充実が、上手く機能したからこそ生じていたと考えられます。






　この背景にあったのは、近年の新作アニメの本数の多さと、それによるアニメファンの視聴習慣の変化です。

　『鬼滅の刃』が放送を開始した２０１９年春クールの新作アニメの本数は50本以上。一時期コロナの影響で減少もあったものの、ここ数年、毎クールの新作アニメはそれでも30本以上を超える多さとなっています。これだけの本数となると、いくらアニメファンであっても全ての作品をチェックすることは難しく、かつては〝３話切り［５］〟と呼ばれていた習慣も、今では１話切りどころか〝０話切り〟となり、ただでさえ視聴層が限られる深夜アニメを１話からリアルタイムで視聴する人はさらに限定的になっていました。

　こうした状況の中、近年深夜アニメからヒット作が生まれる際の必須条件となっていたのが、放送開始後のＳＮＳでの評判と、それを聞きつけた人が後追い視聴を始めるための公式配信という、〝放送を見逃している人の作品へのキャッチアップ〟です。実際に、近年深夜アニメでいわゆる〝覇権［６］〟という言葉を生むほどのヒットとなった『おそ松さん』（２０１５）や『ユーリ!!! ｏｎ ＩＣＥ』（２０１６）、『けものフレンズ』（２０１７）や『ポプテピピック』（２０１８）は、いずれも１話がバズるか、数話以内にＳＮＳで話題となり、それを聞きつけた放送未視聴者が、ニコニコ動画を始めとする公式配信で作品の後追いをすることで、ファン層と盛り上がりを拡大させていました。






　同様に『鬼滅の刃』も、丁寧に描かれた序盤から物語が盛り上がる中盤にかけてＳＮＳからじわじわと評判が広がり、そこから後追いを始めるファンが増えていくことで後半にかけて盛り上がりが増し、作品ブームに火が付いたという経緯があります（第１章参照）。

　そしてそこでも上記作品達と同様に、序盤は放送を見逃していた人が評判を聞きつけ、数ある作品の中から本作の存在に〝気づき〟、後から放送中のエピソードに追い付く際、（もちろん原作漫画を買って追い付く人もいたと思いますが）定期的に行われていた一挙配信や定額見放題という配信環境の充実が上手く機能したと考えられるのです。







［５］ひとまず３話まではみてから、その後の視聴継続を切ること。

［６］「覇権アニメ」とは、そのクール内で一番盛り上がっている、多くのアニメファンが視聴している、視聴していない人までその評判を知っている…など、クール内の覇権を制したアニメの総称として２０１６年頃から使われるようになった言葉。あまりにもメディアが多用し、アニメファン内でもこの言葉を忌避する傾向が高まってきたこともあってか『ポプテピピック』を最後にあまり使われなくなった（覇権といえるほど大きな盛り上がりを見せる作品がその後しばらく現れなかったことも関係していると思われる）。上記に加え盛り上がったタイミングが２クール目以降だったこともあってか、『鬼滅の刃』放送中も、本作を〝覇権〟と称する声はアニメファン内ではあまりなかったように思う。








配信環境の充実が上手く機能したこと２：放送終了後のアニメ視聴を可能に






　アニメ放送中は、あくまで放送を見逃した人が後から追い付くための補助的な役割が大きかった配信がより上手く機能していたのは、むしろアニメ放送終了後のことだったと思います。

　劇場版への期待や原作関連の話題で盛り上がり続けたことによって、『鬼滅の刃』はアニメ放送終了後の２０１９年10月以降も、作品ファンによる家族や同僚などへの布教や口コミを通じて、新たに作品に興味を持つ人々を増やし続けていました（第１章参照）。

　そこで新たに本作に触れる人々が、原作漫画だけでなく話題になったアニメをみてみようと思ったときに、その需要に応える形で、配信環境が充実していたことが上手く機能したのです。






　当たり前のことのようにも思われるかもしれませんが、もし今ほどＶＯＤ（ビデオ・オン・デマンド）のインフラが整っていなかったら、もし本作の配信プラットフォームがかなり限られていたり、そもそも定額見放題配信すら行っていなかったら……。その時点で放送終了後のアニメを正規でみる手段は、基本的には再放送や映像ソフトの販売を待つしかありませんでした。

　いつ再放送されるかもわからないうえ、映像ソフトを買うにしても、評判や口コミを聞いただけで、熱心なファンでもないのにわざわざ１枚５千円以上する映像ソフトを購入してまで作品を視聴する人は恐らくほとんどいないでしょう。

　もちろんそこで、本作は原作漫画に手を伸ばすこともできますが、アニメで話題になった作品なのに、初めて触れる機会が原作漫画に絞られていたら、その時期のブームの拡大も、その分限定されてしまっていたかと思います。






　この辺は、まだアニメ１期放送当時はＶＯＤが今ほど定着していなかった『進撃の巨人』（２０１３）のブーム時と比較ができるかもしれません。

　アニメ放送をきっかけに『進撃の巨人』ブームが起きたとき、今ほど一般層が気軽にアニメをみる手段がなかったために、アニメ放送直後は、特に10代後半～30代ほどのアニメ・漫画ファンを中心に（それでも社会現象となるくらい充分大きなものでしたが）ブームが形成されていたように思います。

　本作のように、コミックス１冊分の月額料金から利用できる定額見放題があったことは、普段アニメや漫画をあまりみない人まで、多くの人が放送終了後も気軽にアニメを視聴し、彼らが新たなファンになることによって本作のブームが拡大するうえでも、やはり欠かせなかったと考えられるのです。






配信環境の充実が上手く機能すること＝後発的な盛り上がりに伴う新たな作品需要に応え続けること






　３話切りどころか〝０話切り〟さえ行われる現在、毎クール30本を超す新作深夜アニメへの接触率は、アニメファンであっても意外と低かったりします。そうしたこともあって、近年の深夜アニメは、序盤でバズって話題になるというというパターンのヒット作が増えていましたが、そこでは作品がバズったときに視聴を逃した人々が追い付くための手段として、公式配信も必須となっていました。

　今回の『鬼滅の刃』でも、盛り上がるタイミングが２クール目以降とゆっくり目ではあったものの、同じくそれまで放送を見逃していた層が、話題になったときに放送中のエピソードに追い付くための手段として、配信環境が充実していたことが上手く機能していたと思います。






　また、放送終了後は再放送がない限り映像ソフトを買うしか視聴の手段がない深夜アニメの本作が、定額見放題の配信サービスにより、いつでも視聴可能な環境にあったことも重要です。そうでなければ、いくら話題にはなっていても、深夜アニメの本放送を見逃した層が放送終了後に本作のアニメを視聴するチャンスはほぼなく、その時期の新規ファン層の流入も、もっと限定的なものになり、ここまでブームが大きくなることもなかったかもしれません。






　加えて、NetflixやAmazonプライム・ビデオといった大手を含め、20以上のプラットフォーム［７］で配信され、その多くで全話定額見放題であった環境は、その後２０２０年の春先以降に、コロナによるステイホーム期間中、新たに本作を視聴する人々を生んでファン層を拡大する際も、大きく機能していました。

　現在、多くのアニメで同様に定額見放題などの配信が実施されており、20以上のプラットフォームで配信を行うアニメ自体も、あまり珍しいものではありません。しかしそれが、アニメ放送中から放送終了以降に増えた作品への新たな需要の受け皿になっている点は、配信環境の充実が特に上手く機能している本作ならではの現象です。

　また、スマホやタブレットで繰り返し気軽に視聴できる配信環境は、テレビではなくそれらのデバイスによる視聴習慣が根付いた子供達の間でも、コロナでの休学中に本作の作品熱を高めることに、多少なりとも貢献していたと思います。






　毎クール新作が何十本もあり、アニメファンにさえ届かない作品もある中で、日中やプライムタイムと比べて視聴層も絞られる深夜アニメの本作がここまでブームを拡大するためには、こうして配信環境が充実していることと、それが話題性の高まりにあわせて後追いする視聴者達の新たな作品需要に応え続ける形で上手く機能していたことが、ひとつの要因となっていたのです。







［７］２０２０年12月現在もAbema TV、ｄＴＶ、ｄアニメストア、Netflix、Amazonプライム・ビデオ、ｄアニメストア for Prime Video、U-NEXT、アニメ放題、ＦＯＤ、バンダイチャンネル、GYAO!、ニコニコ生放送、ニコニコチャンネル、ひかりＴＶ、Hulu、ビデオパス、J:COMオンデマンド メガパック、ビデオマーケット、music.jp、DMM.com、Paravi、TSUTAYA TVにて配信中。（公式サイトより）












要因２：ファン層が上手く拡大していったこと






ファン層の拡大






　２つ目のブーム拡大の外的要因は、本作の〝ファン層が上手く拡大していったこと〟です。

　１章でもみてきた通り、『鬼滅の刃』ブームはアニメ放送以降も〝新規の〟ファンが参入し続けたことで拡大していきました。

　しかもその新規ファン層は、ただ無秩序に増えていったのではなく、アニメ放送中からその年の年末にかけて、①アニメ・漫画ファンを発端として、②彼らの周りの一般層、そのさらに外側にいる③普段アニメや漫画文化に触れることのない一般層へと、時間をかけて段階的に拡大していったようなのです。（下記イメージ図参照）






[image: ]






　どんなに爆発的な盛り上がりを見せたとしても、そのブームがアニメ・漫画ファンという限られた層の中で完結してしまっていたなら、当たり前ですが社会現象とまで呼ばれるまでには至りませんでした。

　本作はどのようにしてファン層を拡大し、そのことがブームを社会現象と呼ばれるまでに大きくしていく外的要因となったのでしょうか。






アニメ放送後半から放送終了直後にかけての拡大：アニメ・漫画ファン層とその周りの一般層へ






　ブームの着火点となったアニメ放送中、盛り上がりの中心となっていたのは主に①アニメ・漫画ファン層です。そのためその時点では、本作はまだ一般層まで巻き込むほどの盛り上がりは見せていませんでした。

　そこからまず②アニメ・漫画ファンの周りの一般層に、本作の話題や人気が広がっていくにあたり重要な役割を担っていたのが、その〝橋渡しとなった出来事〟の存在です。






　まずアニメ放送中から放送終了後にかけて多く見受けられたのが、作品にハマった①アニメ・漫画ファン層から②彼らの周りの一般層に向けた口コミでした。

　これにより、ＳＮＳ上で繋がっているユーザーや友達から薦められて、というのはもちろん、子供から薦められた親から、同僚や部下から薦められた上司といった「この人も!?」と驚く意外な人々にまで、「今『鬼滅の刃』が面白いらしい」という認識が広がっていったのです。

　具体的なデータとして算出はできませんが、例えば第１章でみてきた〝娘に薦められた加藤浩次氏〟のような方が、アニメ放送終了後のこの時点で増加していました。






　また、そうした口コミでのファン層拡大には、本作が持つ、幅広い読者に刺さる普遍的な魅力――家族愛や兄妹愛、迫力の剣戟や時に無慈悲な命のやりとりなど――や、普段アニメや漫画に触れない人でも入りやすい世界観――大正時代の日本という舞台設定や和名の登場人物――も、大きく関係していたようです。

　作品の魅力が少しニッチであったり、特殊すぎる設定や描写が多いと、アニメ・漫画ファンでない一般層にとってはオススメされてもなかなか手を出しにくく、また作品ファンも、それらをわざわざ一般層に強く薦めたりはしないと思います［８］。しかし本作は上記のように、これならアニメ・漫画ファンではない親や同僚、上司でもとっつきやすいのではと思える要素も多く、ファンが身近な一般層に薦めやすく、また薦められた側も手を出しやすかったようです。






　正直なところ、『鬼滅の刃』の〝ブーム着火時点〟規模［９］であれば、同等の盛り上がりをみせる作品は数年単位で誕生しています。ただ前述の通り、どんなに盛り上がっても、そのブームはアニメ・漫画ファンという限られた層の中で完結することが多く、本作のような社会現象にまで至ることはなかなかありません（※もちろんそれが悪い訳ではありません。アニメ・漫画ファンの間でだけでも根強い人気を生み、愛され続ける作品もたくさんあります）。

　本作はその、他の作品ではなかなか乗り越えることができなかったファン層間の境界線を、万人受けする内容＋ファンの口コミで突破することで、まずはアニメ・漫画ファン層の周辺にいる一般層にまで、本作のファン層を拡大し、ブームの盛り上がりを橋渡しすることに成功したのです。







［８］このあたりの詳しい事情については拙著「鬼滅の刃：〝女性人気〟にとどまらない理由は」左記を参照。




https://mantan-web.jp/article/20191230dog00m200059000c.html




［９］２クール目放送中あたりのアニメ・漫画ファン層の中では爆発的な人気、という規模








アニメ放送終了後２０１９年末にかけての拡大：普段アニメや漫画文化に触れることのない一般層へ






　①アニメ・漫画ファンや②彼らの周りの一般層と比べると、普段アニメや漫画文化に全く触れることのない層には、前述した口コミなどで作品の魅力を伝えようにも、そのハードルはもう一段階上がります。そんなとき本作は、アニメ放送終了後のタイミングで、〝マスメディアを通じて作品との接触機会が多発〟していたことが大きなポイントとなっていました。

　例えば第１章でみたように、このタイミングで椿鬼奴氏をはじめとする著名人が、テレビ番組で本作のファンであることを公言したことは、そこから「作品をみてみよう」とまではならずとも、普段アニメや漫画文化に触れることのない層にも、まず本作の存在を認識させることができていたと考えられます。

　実際に、２０１９年の12月に、ワイドショーやバラエティ番組などで『鬼滅の刃』が頻繁に取り上げられた時期には、普段アニメや漫画をみない家族から本作の名前が出たといった内容のＳＮＳ投稿なども見られました。






　こうした形で、普段アニメや漫画文化に触れることのない層にまで本作の人気が知れ渡るためには、まずそれまでに、〝マスメディアが取り上げるほどブームが過熱している〟必要があります。

　その点本作に関しては、原作漫画のコミックスランキング独占や店頭でのコミックスの品薄状態、累計発行部数の急増や２０１９年各大賞の受賞など、このタイミングで既にブームが、マスメディアが取り上げるほど話題性のあるものへと拡大していたことが大きかったと思います。

　こうして２０１９年の年末に紅白歌合戦が行われるころには、アニメ・漫画ファンやその周辺の一般層だけでなく、さらにその外側にいる、普段アニメや漫画文化に触れることのない一般層までが「今話題のコンテンツ」として『鬼滅の刃』を思い浮かべ始めるまでに、世間の認識も醸成されていったのです。






２０２０年の年明け以降無関心層への作品認知：ファン層の拡大が生んだ「今これを知らないのはやばいのでは」という空気






　２０１９年の年末にかけてファン層が広く拡大していったことで、本作のブームは２０２０年の年明け以降は社会現象と呼ばれる程となり、その盛り上がりは、〝アニメや漫画への無関心層〟にまで知れ渡ることとなります。

　そしてこの時期になると、もはや普段アニメや漫画をみるみないに関係なく「これだけ流行っているのに今これを知らないのはどうなの」という、一種の圧力［10］のような空気も生じてきました。






　ブームが熱心なファンの中だけで完結してしまうことが多いアニメや漫画は、こうしてそのファンの盛り上がりの外側にいる一般層まで巻き込んで、こんなことでもなければ普段アニメや漫画に触れることのない無関心層までが作品に触れざるを得ない世情になることで、社会現象と化すのだと思います（かつて同じく社会現象とまで言われるほどのヒット作となった、２０１６年公開の『君の名は。』のときも、この段階にまで到達していたように思います）。

　『鬼滅の刃』ブームがこれだけ大きくなったことにも、こうしてファン層がアニメ・漫画ファンから一般層にまで上手く拡大し、最終的には無関心層も作品に触れざるを得ないほどの盛り上がりとなったことが、ブーム拡大の大きな要因になっていたと考えられるのです。







［10］この時期のものは２０２０年11月に一部メディアが報じた「キメハラ」とは異なる。












要因３：令和の時代背景が上手く作用したこと






令和という時代背景






　３つ目の外的要因として考えられるのが、〝令和の時代背景が上手く作用したこと〟です。今となっては後付けにはなりますが、それでも恐らく、本作の連載開始やアニメ化があと５年、10年早かったとしたら、現在のこの『鬼滅の刃』ブームは今とは全く違う形になっていたか、最悪生まれていなかったかもしれません。

　社会現象と呼ばれるほどの『鬼滅の刃』ブームが、〝今この時代に〟生じたことにも、それなりの理由があると考えられるのです。






技術的土壌（オンライン文化の成熟）






　令和という時代背景が本作ブームの要因となっている理由のひとつは、〝アニメ作品がブームを生みだすためのオンライン文化が成熟〟していた点です。

　例えばまず、ＳＮＳ――日本のアニメ・漫画ファンの場合は主にTwitter――が、すっかり普及・浸透していることが挙げられます。ただしこの場合は、単に多くの人がＳＮＳを使っているだけではなく、ここ数年の間に、深夜アニメがヒットする際ＳＮＳでの反響が不可欠となっていた、ということが重要です。

　前述した通り、『おそ松さん』（２０１５）や『ユーリ!!! ｏｎ ＩＣＥ』（２０１６）、『けものフレンズ』（２０１７）や『ポプテピピック』（２０１８）など、〝覇権〟という言葉が生まれる所以にもなった近年の深夜アニメのヒット作は、全て初回から数話以内にＳＮＳで〝バズ〟ったことを発端にブームが起きた経緯があります。

　『鬼滅の刃』も、12話や19話のＳＮＳでのトレンド入りや、アニメへの反響を毎週ＳＮＳで発信していたファンの声をきっかけに、作品に〝気づき〟、後追いしたファンが加わってブームが生まれました。

　現在、ただでさえ本数の多いアニメ作品の中でひとつ抜きんでて盛り上がるためには、まずはとにかく作品に触れる人の母数を増やすために、作品をノーチェックだった人を視聴へと導くほどの、こうしたＳＮＳの声による後押しが必要不可欠となっているのでしょう（当たり前ですが、それにはまずＳＮＳでそれだけ話題になるほど作品が魅力的であることは大前提です）。






　また、オンライン文化の成熟でいうと、前述した〝配信環境の充実〟にも関係する、配信プラットフォームでの視聴習慣の定着もそうです。

　Netflix（２０１５年～）やAmazonプライム・ビデオ（２０１６年～）、Abema TV（２０１６年～）といった大手配信プラットフォームの日本でのサービス開始はいずれも２０１５年以降。それ以前から運営されていたサービス（Hulu、ｄＴＶ、ＦＯＤ等）も同様に、これらがテレビと併用、もしくは代わりにアニメを視聴するツールとして本格的に定着したのは、恐らくここ２、３年ほどの出来事です。２０００年代後半のYouTubeやニコニコ動画黎明期には、そこに違法アップロードされた映像が視聴されることもありましたが、そのころよりも、Netflixなどで気軽に安全な公式配信が視聴できる今の環境の方が、特にアニメ・漫画ファン層以外の一般層へのアニメ作品のリーチも、より容易になりました。






　こうしてみると、ＳＮＳでの反響を基に深夜アニメからヒット作が生まれるようになっていたことや、そこで作品をみたいと思った人が手軽に公式配信を視聴できるほど配信プラットフォームでの視聴習慣が定着していた今のタイミングだからこそ、本作のブームがこのような盛り上がり方をみせることができているのがわかります。






文化的土壌（異業種コラボ、視聴習慣の違い、コロナ）






　令和という時代背景が本作ブームの要因となっているもうひとつの理由は、アニメ作品のブームが生じたときに、それを拡大させていくための〝文化的土壌〟が整っていたという点です。

　特に、これまでの実績が蓄積されていた今のタイミングだからこそ、その効果を大きく発揮している代表例として、〝異業種との様々なコラボ展開〟が挙げられると思います。

　本作『鬼滅の刃』は、アニメ放送中からコンビニエンスストアのローソンや、Ｊリーグのチーム・東京ヴェルディといった、アニメ・漫画の異業種とのコラボが実施されてきました。アニメ放送終了後も、スイーツパラダイスでのコラボやロフトでのポップアップストアの開催など、アニメ専門ショップや書店だけでなく、一般層も利用する店舗でコラボイベントが実施されています。

　ブームがより拡大した２０２０年の年明け以降、その頻度はさらに増し、くら寿司やお好み焼 道とん堀といった外食チェーン、アベイルやハニーズ、ユニクロといったアパレル、成田空港やＪＲといった公共交通機関、はたまたドン・キホーテや白十字まで……。とにかくあらゆる分野と本作とのコラボが実施されてきました。






　これらは一見すると、〝これだけヒットした『鬼滅の刃』だからこそアニメや漫画と関係ない企業が次々とコラボに名乗りを挙げている〟ようにも思えますが、間違いではないものの、そこにはまた別の背景があります。

　実は上記に挙げたアニメや漫画の異業種は、どれも『鬼滅の刃』以前に、他のアニメとのコラボを実施したことがある企業やメーカーばかり。そのため、既にアニメとのタイアップを経験してきた企業・メーカー側や代理店に、その経験やノウハウ、権利元との関係性などが既にある程度蓄積されており、本作のヒットと共に、これほど迅速に多彩な展開ができたところもあると考えられるのです。

　普段アニメや漫画にあまり触れる機会のない人には、今『鬼滅の刃』とコラボされることで知られるようになりましたが、実はアニメ・漫画と異業種とのコラボが頻繁に実施され、その実績が積み上げられてきたのも、ここ10年程の出来事でした。そのため先ほどと同様に、もし本作のブームが５年、10年前に起きたとして、現在ほど多彩な異業種コラボが次々と行われていたかというと……それは難しかったと思います。

　アニメ・漫画の異業種コラボという文化がこれほどまでに成熟した今の時代だからこそ、本作が様々なコラボをし、ブームやファン層をさらに拡大させていくことが可能となっているのです。






令和という時代背景とコロナの影響






　最後に、令和という時代背景を語るうえでは避けて通れない要素として、新型コロナウィルスの影響があります。アニメや漫画に限らずエンタメ業界全体に多大なる損害を与え、本作も、作品展である「全集中展」が一部開催延期・中止になったり、映像ソフトの販売が延期になったりといったネガティブな影響を受けてきました。

　その一方で、このコロナ禍の状況下でもできることがあると、これまでのエンタメコンテンツではみられなかった新しい動きが多数生まれ、それが本作のブームにも少なからずポジティブな影響を与えている部分もあります。

　例えば、自粛期間中にライブやイベントができなくなったタレントやアーティストが、アニメ主題歌である「紅蓮華」をカバーしたものや、コスプレを披露した動画をYouTubeで配信することで、本作ブームがさらに盛り上がるといった事例も多数見られました。






　とはいえ当たり前ですが、新型コロナウィルスのおかげで本作のブームがある訳では決してありません。しかしこの時代に起きた未曾有の出来事と、タレントやアーティストがＳＮＳやYouTubeを通した発信をするようになっていた文化的土壌、それを可能にする技術的土壌が合わさって生じたこの現象も、令和という時代に起きた本作のブームに言及していくうえでは注目すべき出来事でした。






　こうしてみるだけでも、あと５年、10年タイミングが違っただけでも、本作のブームが今のように生じていたか、そもそもブーム自体が生じていたかわからないほど、令和という時代背景も、本作ブームの誕生と拡大の重要な外的要因となっていたことがよくわかると思います。










作品の魅力＋外的要因がブームの必須条件？






　改めてみることで、『鬼滅の刃』ブームが生じ、ここまで拡大するために、前述した３つの外的要因がどのような役割を果たしていたのかがわかりました。〝配信環境の充実が上手く機能したこと〟は、アニメ未視聴者の後追い視聴を可能にし、〝ファン層が上手く拡大したこと〟は、盛り上がりをアニメ・漫画ファンに止まらず広く一般的にまで広げ、〝令和という時代背景〟は、ブームの発生と拡大を促す技術的、文化的土壌を提供していたのです。

　何度も述べてきた通り、ひとつのアニメ・漫画がブームを生むには、そもそもの大前提として作品そのものの魅力が必須ですが、本作のようなブームが生じなかった作品にも、そうした魅力を備えたものはたくさんあります。これだけ多くのアニメや漫画、そうでなくともソーシャルゲームやVTuberによる配信といったあらゆるエンタメコンテンツが氾濫している今、ヒットが生まれるには、コンテンツそのものの魅力に加えて、ブームを生み、拡大させていくための、こうした外的要因が上手く組み合わさることがなによりの必須条件なのだと思うのです。

　『鬼滅の刃』は、それだけの作品の魅力を備えていたことに加え、幸福にも上記の外的要因が揃ったことによって、これほどまでのブームを生むことができたのだと思います。










アニメコラム②：ブームの様相『ONE PIECE』から『妖怪ウォッチ』へ？　主要ファンの変化






　２０１９年のアニメ放送以降、現在なおピークのみえない盛り上がりをみせている本作ですが、興味深いことに、１年弱を経てブームの様相にも少し変化がみえ始めています。ブームが生じ始めたアニメ放送後は〝特に10代20代以上の女性に人気〟という印象が強かったのですが、原作が完結し、劇場版が公開された今、ブームのメイン層が〝キッズ・ファミリー層〟へと変化しているようなのです。

　実際に本作劇場版はＰＧ12指定（12歳未満の年少者の観覧には、親又は保護者の助言・指導が必要）にもかかわらず、映画館ではブームの中心層とされていた女性ファンと同様かそれ以上に、本作を鑑賞する親子連れの姿が目立ちました。こうした傾向を受けてか、「ドンジャラ」や「ＤＸ日輪刀」の発売をはじめ、スーパーに行けば『鬼滅の刃』ふりかけやカレーが並び、「進研ゼミ小学講座」とのコラボが行われ、ついには「光るパジャマ」や「ランドセル」まで発売されるなど、グッズやコラボにも新しい展開がみえています。

　元々幅広い世代に人気の作品ではありましたが、こうした背景には、２０２０年春先のコロナによる休校期間中に、アニメ配信や原作漫画に触れて、新たに親子でハマったファンが増加したことがあったようです。

　また、上記の新規展開によって、元々が深夜アニメであったり原作含め残酷な描写も含まれるものの、本作が〝自分達向けの作品でもあるんだ〟と、キッズ・ファミリー層に広く認識されたことも大きいと思います。

　そうしてキッズ・ファミリー層が存在感を増した今、本作のブームは、同じ〝ジャンプの国民的ヒット作品〟であり、特にティーン層や大人、海外のファン層が厚い『ONE PIECE』や『ドラゴンボール』というよりは、かつて『ポケットモンスター』や『妖怪ウォッチ』が流行り始めたころの盛り上がり方に似た様相も見せ始めるようになってきました。

　もちろん、ずっと変わらず作品を応援し続けるファンも大勢いますが、仮に途中で熱が冷めて離脱していく人がいたとしても、それと同じかそれ以上に新しいファンを取り込み続け、こうしてブームを支える主要ファン層に適度な〝代謝〟が起きていることも、トレンドの入れ替わりが激しい昨今において、本作のブームが長期化してきている一因なのかもしれません［11］。







［11］拙著参照 鬼滅の刃：ブームの現状　人気長期化の背景にファン層の代謝？




https://mantan-web.jp/article/20201030dog00m200091000c.html












第３章　『鬼滅の刃』が漫画・アニメ界に与えた影響






　本章で扱うのは、この『鬼滅の刃』ブームが、広くエンタメ業界に与えた影響についてです。２章までに行ってきたブームの内側に焦点をあてた分析から、今度は視点を外側に向けて、『鬼滅の刃』ブームが、それを取り巻く社会全体に、どのような影響を与えているのかを、具体的なデータなどと共に観察していきます。










『鬼滅の刃』ブームが漫画界に与えた影響






　本作は２０１９年以降特に、累計発行部数や初版発行部数など、原作コミックスの売り上げにおいて次々と驚異的な数字をたたき出し、度々話題となってきました。こうした出来事は、出版不況が叫ばれる昨今の漫画界に、一体どのような影響を与えたのでしょうか。






紙コミックス：５年ぶりの売上好転に貢献






　２０１９年のアニメ放送終了後、本作のブームが大きくなり始めたころによく言われていたのが、〝紙のコミックスが売れないと言われている中、今『鬼滅の刃』がかなり売れている〟ということでした。

　実際に、１章でもみてきた通り、10月４日発売のコミックス17巻と小説「片羽の蝶」の店頭での完売・品薄の報を筆頭に、その後もアニメ以降の新規ファンによるコミックスの一気買いなどで原作漫画全巻の品薄状態が頻発。書店では〝１巻１冊ずつ〟といった購入制限が設けられたり、〝ネットでさえ入手困難・初版の販売価格が高騰している〟といった声もあがっていました。

　こうした背景には、近年コミックスの「出回り部数［12］」が減少傾向にあった［13］ために、そもそも市場に出回っているコミックスの冊数が少なかったところで急激な需要が生じ、従来のヒット作ではみられなかったような全国的な品薄状態が相次いだことも考えられます。

　しかし昨年のその時期だけでも１２００万部から２５００万部へと、およそ３ヶ月で２倍以上もの累計発行部数の伸びがあったのをみると、単なる供給不足や「どこに行ってもコミックスが買えない」といった声が変に目立っていただけではなく、ちゃんと実体を伴った売れ行きがあったことがわかります。






　この、近年稀にみる〝紙コミックスの売り上げ〟は、実際に漫画業界全体にも影響を与えていたようです。

　近年減少し続けていた紙コミックスの販売金額ですが、昨年２０１９年は、これが２０１４年以来実に５年ぶりにプラスに転じた年でもありました。

　もちろんこれは『鬼滅の刃』に限らず、紙で出版された全てのコミックスの売り上げについての数字です。しかし昨年、本作の紙コミックス全巻が１年間で刷られた数は、あの『ONE PIECE』をも上回る２０６５万部［14］。それに伴う売り上げも実際に生んでいたと考えると、昨今出版不況といわれる中での紙コミックス売上好転には、本作のブームが確実に貢献していたことが窺えます。







［12］書籍出回り部数とは新刊・重版・注文品の取次経路の総流通量のこと（木下2006:97を参照）




https://www.jstage.jst.go.jp/article/jshuppan/37/0/37_93/_pdf




［13］出版指標年報2020:217 コミックス出回りデータより

［14］出版指標年報2020 2020:216








原作累計発行部数大台の１億突破、その他の作品との比較






　原作コミックス関連では、他にも２０２０年９月末に、10月２日発売の22巻にて、『鬼滅の刃』の累計発行部数がついに１億部を突破することが報じられました［15］。同じ「週刊少年ジャンプ」史上では、『ドラゴンボール』、『こちら葛飾区亀有公園前派出所』、『ジョジョの奇妙な冒険』シリーズ、『SLAM　DUNK』、『ONE　PIECE』、『NARUTO－ナルト－』、『BLEACH』に続く８作目、他雑誌の作品では『進撃の巨人』といった世界的にも人気の作品群と同じ大台に乗ったことになります。






　上記作品の中から、１億を突破した時期がわかる５作品と状況を比較し、今回の『鬼滅の刃』の１億部突破がどのような特徴を持つのかについてみてみましょう。

　まず、『ジョジョの奇妙な冒険』シリーズが累計発行部数１億部を突破したのは、２０１６年、シリーズ第８部『ジョジョリオン』14巻発売をもってのことでした［16］。シリーズの連載が開始された１９８７年からは29年目、シリーズの刊行巻数１１８巻での達成です。

　『SLAM　DUNK』は連載完結後の２００４年、コミックスは全31巻、連載を開始した１９９０年からは14年目での達成でした［17］。

　『ONE　PIECE』は２００５年、連載を開始した１９９７年からは８年目に、36巻発売時点での達成となります［18］。

　『NARUTO－ナルト－』は２０１０年に、１９９９年の連載開始から11年目の51巻時点での達成［19］。

　そして『進撃の巨人』は２０１９年、連載を開始した２００９年から10年目の30巻時点で１億部を突破しました［20］。






　上記作品をみてみると、累計発行部数１億部までの年数は早くても８年以上、文庫版や愛蔵版を除く純粋な単行本の巻数も30巻以上発売された時点での達成となっています。

　一方の『鬼滅の刃』が今回１億部を達成したのは、連載を開始した２０１６年から４年目、単行本の巻数としては22巻販売時点でのことでした。






　世界的なヒット作ばかりの歴代タイトルに名を連ねただけでなく、特にその達成スピードが圧倒的であることは一目瞭然です。さらにその内訳も、２０１９年４月時点での累計発行部数５００万部から、たった１年半で20倍となる１億部を達成したことを考えると、本作のブームが歴代少年漫画史上においても、かなり異例の出来事であったことがわかります。







［15］その後２０２０年12月４日発売の最終巻23巻にて１億２０００万部を突破することが発表された。

［16］「ジョジョ」１億冊を突破！　ジャンプ史上６作目の快挙




https://www.cinematoday.jp/news/N0088328




［17］第12回『スラムダンク奨学金』決定　〝三井寿〟と同じ１８４センチ＆同ポジションの高３－ORICON NEWS https://www.oricon.co.jp/news/2113045/full/

［18］「ONE PIECE」、コミックス累計発行部数が３億冊突破　記念企画で47都道府県の新聞ジャック




https://animeanime.jp/article/2013/10/31/16132.html




［19］岸本斉史「ナルト」最新51巻で累計発行部数１億冊突破




https://natalie.mu/comic/news/31070




［20］『進撃の巨人』１億部突破！「世界の〝壁〟を越えろ」キャンペーンのお知らせ




https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000002485.000001719.html








週刊少年ジャンプの発行部数に影響は？






　こうして、異例なコミックスの売り上げが、漫画界に数々の影響を与えている『鬼滅の刃』ブームですが、本作が連載されていた週刊少年ジャンプ本誌の発行部数への影響はあったのでしょうか。

　日本雑誌協会が発行する「マガジンデータ」掲載のデータをみると、２０１０年からここ10年間に渡って、週刊少年ジャンプの印刷照明付き部数は毎年減少傾向にあり、最新２０１９年のデータも、前年２０１８年の約１７７万部［21］を下回る約１６７万部［22］となっていました。

　ブームが特に過熱したのは２０１９年年末から年明け２０２０年５月の原作完結にかけてであったことも鑑みてその時期の発行部数のデータも参照してみましたが、同時期にかけても、発行部数はゆるやかな減少傾向にあります（下記図参照）。






[image: ]






　上記は紙の雑誌のデータでしたが、電子版ではどうでしょうか。

　『鬼滅の刃』は２０１８年12月発売の「週刊少年ジャンプ」２０２０年４・５合併号より、電子限定でフルカラー版の掲載も行われていました。これによる電子版売り上げ増加への貢献も考えましたが、販売数増加についての発表なども特になく、大きな影響はなかったようです。

　出版指標年報でも言及されていた通り、『鬼滅の刃』のシールが付録についていた「週刊少年ジャンプ」２０１９年50号は、完売店が続出するほどの売れ行きをみせていました。また、第１章でみてきた通り、２０１９年のアニメ放送終了以降に、「鬼滅本誌」というワードが頻繁にＳＮＳでトレンド入りするようになったことからも、アニメ放送をきっかけに原作を辿り、新たに本誌派［23］になったファンも少なからずいたことが窺えます。

　しかしそれでも、上記のデータからもわかる通り、紙のコミックスと違い、本作１作の爆発的なブームが、年々減少傾向にあった雑誌そのものの発行部数を急激に押し上げることはなかったようです。







［21］「マガジンデータ２０１９」２０１７年10月１日～２０１８年９月30日集計分より

［22］「マガジンデータ２０２０」２０１８年10月１日～２０１９年９月30日集計分より

［23］読者がその作品を主にどの媒体で楽しんでいるかによって「本誌派」、「コミック派」に分かれる。本誌派の方がコミックス未収録話数まで把握しているので、お互いのネタバレに対する配慮の指標にもなる。












『鬼滅の刃』ブームがアニメ界に与えた影響






　次に、本作ブームのアニメ業界への影響をみてみましょう。

　何度も述べてきた通り、『鬼滅の刃』ブームの火付け役となったのは２０１９年のアニメ放送でした。それをきっかけに生まれたブームは、アニメ業界において具体的にどのような数字を残し、どんな影響をもたらしたのでしょうか。






アニメの映像ソフトの売り上げ






　紙の出版不況と同様に、近年アニメの映像ソフトの売り上げも減少傾向にあります。

　そんな中でも本作は、７月31日発売の『鬼滅の刃１（完全生産限定版）』Blu-ray DiscとＤＶＤの売り上げが、２０１９年12月23日付けの記録で既に２万枚を突破［24］していました。これは１万枚を超えれば大ヒットと言われる昨今のアニメ映像ソフトの中では、大成功といえる数字です。

　加えて、アニメ放送終了後に行われたイベント「鬼滅の宴」を収録したBlu-ray DiscとＤＶＤも、初週でそれぞれ１万枚を超える［25］好売り上げをみせ、話題となりました。






　かつては製作費回収のための主要項目であった映像ソフトの売り上げですが、前述の通り現在は減少傾向にあります。

　それ以外の要素もあるものの、やはり大きいのは、定額見放題サービスによって、決して安くはない映像ソフトを買わずとも、いつでも全話視聴できるという環境です。本作においても、２章ではヒットの要因として挙げるくらい配信環境が整っており、映像ソフトを購入せずとも、各サービス千円前後からそれ以下の月額で、アニメ全話が見放題となっています。

　それにもかかわらず、映像ソフトは映像ソフトとしてこれだけの販売数があったことからは、本作が原作コミックスの売り上げのみならず、アニメの映像ソフトに関しても、昨今の深夜アニメ市場の中では大成功とされる記録を残したといえそうです。







［24］『鬼滅の刃』アニメ経て原作売上６．５倍に大化け　２０１９年データから見る異例のブーム化－ORICON NEWS




https://www.oricon.co.jp/news/2151957/full/




［25］鬼滅の刃：イベント「鬼滅の宴」ＢＤが初週１．４万枚　オリコン初登場１位




https://mantan-web.jp/article/20200902dog00m200074000c.html








深夜アニメから〝国民的なヒット作〟が生まれる新たな可能性






　上記のような具体的な数字としてはもちろん、本作のブームがアニメ界隈においてなにより前代未聞であったのは、深夜アニメ発の作品でありながら、国民的と呼ばれるほどのヒット作になったことだと思います。

　ご存知の通り、同じ週刊少年ジャンプ作品でいえば『ONE PIECE』や『ドラゴンボール』など、普段アニメや漫画をみない人でもその名前は知っているような国民的ヒット作は、『鬼滅の刃』以前にもありました。しかしこれらの作品は、視聴者の多い朝や夕方の時間帯に何年も放送されることで、アニメファンや漫画ファンの枠を超えた、国民的な認知度を獲得していったものがほとんどです。

　一方、『鬼滅の刃』を含めた深夜アニメは、まず放送時間的に朝や夕方のように「テレビをつけていたらたまたまやっていた」という偶発的な出会いがあまりありません。そのうえ長くても連続２クール放送であったり、作品によっては放送されない地域もあったりと、上記に比べると作品がリーチする視聴者層が限られているため、そこから誰もが知っている国民的なヒット作が生まれるのはかなり難しいことでした［26］。

　本作は、そうした制限のある深夜アニメをきっかけとしながら、これまでになかったような国民的なヒット作となったのです。






　そこには１・２章でみてきたように、アニメ放送だけでなく、その後の原作漫画との盛り上がりの相乗効果や、配信プラットフォームの効果といった様々な出来事が上手いタイミングで噛み合ったという、本作でしか成し得なかった要因がありました。そのため今回の出来事を参考に、本作と同じようなヒット作が今後も簡単に生まれるようになるのかというと、それはもちろん難しいことだと思います。

　それでも、これまで難しいと思われていた深夜アニメから、これほどまでの国民的なヒット作が生まれ得ることを実証しただけでも、本作のブームはアニメ界にとって大きなブレークスルーとなる出来事だったといえるのではないでしょうか。







［26］２章で挙げた『おそ松さん』や『けものフレンズ』などの深夜アニメもかなりの盛り上がりを生んだものの、上記作品群と比べてしまうとやはりアニメや漫画をみない人の認知度は高くなく、あくまで〝深夜アニメの中での大ヒット作〟であったといえる。








海外での反応






　アニメ放送を機に生じた『鬼滅の刃』ブームですが、それは日本国内だけのドメスティックな現象なのでしょうか？　最後に簡単にではありますが、海外での本作アニメへの反響についても概観してみたいと思います。






　大きなところでは、米クランチロール［27］で毎年開催されている「2020 Crunchyroll Anime Awards」にて、本作がその年の最優秀賞となる「ANIME OF THE YEAR」を獲得したことが話題となりました。

　全世界の登録者数が７０００万人を超える世界最大級の日本アニメ配信プラットフォームで年間アワードを受賞したことからは、日本同様、世界のアニメファンにとっても、本作が〝２０１９年の顔〟となる作品であったことが窺えます。






　また、本作は字幕版のほか、英語版［28］、中国本土版、台湾版、インドネシア版といった吹替え版も配信・放送されており、各国での反響もニュース媒体を通じて日本に届きました。

　そこでも、台湾で本作の人気に火が付いたのはアニメ第19話であったこと［29］や、中国の動画配信サイト「bilibili」でのアニメ再生回数が４．９億［30］を突破したこと［31］が紹介されており、各国でも日本と同様に、アニメをきっかけに本作の人気が高まっていることが窺えます。

　加えて作品関連のイベントではありませんが、花江夏樹氏が出演した「世界声優サミット」では、インドネシアでの本作の人気、及びそれに伴う同国での花江氏の人気についても紹介されていました。






　こうした世界的な盛り上がりも受けてか、本作に関しては、従来のような海外のアニメファンのみに向けたプロモーションだけでなく、〝日本も含めた〟世界のアニメファンに発信する企画が多数実施されているのも特徴的です。

　新型コロナウィルスの影響で中止となった北米最大級のアニメコンベンション「Anime Expo　2020」の代替イベントにあたる「Aniplex Online Fest」では、花江夏樹氏と下野紘氏をゲストに迎えた作品パネルが、リージョンブロックなく、日本も含めた世界各国から視聴可能な形で配信されました［32］。

　また２０２０年10月の劇場版公開を記念して、YouTubeのAniplexUSチャンネルでは、花江夏樹氏に加え、英語版と中国本土版で竈門炭治郎役を演じるZach Aguilar氏とChao Xing氏を交えた日中英キャストが勢揃いする動画が配信されています［33］。

　近年、配信サービスの普及によって日本のアニメが世界各国で時差なく視聴できるようになったと同時に、日本のアニメファンの中でも、海外での日本アニメの展開――海外ファンの反応、吹替キャストや現地限定グッズ、コラボやイベント等――への興味が高まり、ＳＮＳを通じての現地ファン達との交流も活発になってきました。こうした背景もあってか、上記の様々な試みは、世界各国の作品ファンだけでなく、日本のファンからも多くの興味関心を集めているようです。






　まだまだ日本以外の国では、日本アニメは〝ニッチなアニメファンの中でもさらにニッチな日本のアニメファン〟に市場が限られることも多く、本作の盛り上がりも、日本のように、老若男女問わず多くの人が知っている国民的なヒット、とまではなかなかいきません。しかし上記の通り、現地にいる日本アニメのファンの間で、本作は着実に人気を高めており、アニメをきっかけに各国では様々な盛り上がりも見せています。

　10月に日本で公開された劇場版への注目度もかなり高く、また本劇場版の興行に関しては、各国のアニメファンのみならず、別の角度からも注目が集まっているようです。次の節で詳しくみてみましょう。







［27］世界での有料会員数３００万人以上、登録者数７０００万人超えるワーナーメディア傘下の世界最大のアニメ配信プラットフォーム

［28］拙著参照「鬼滅の刃」キャストから覗く：壁は高いが沼は深いボイスオーバーの世界




https://news.yahoo.co.jp/byline/koarairyo/20200327-00170014/




［29］台湾で『鬼滅の刃』人気に火をつけたのはアニメ「第19話」だった！




https://gendai.ismedia.jp/articles/-/74078




［30］２０２０年８月時点

［31］中国で億超えの再生数な日本の大人気アニメ作品は？　中国の７月新作アニメ事情【中国オタクのアニメ事情】アキバ総研




https://akiba-souken.com/article/46364/




［32］Aniplex Online Fest




https://aniplex-online-fest.com/




［33］Demon Slayer -Kimetsu no Yaiba- The Movie: Mugen Train Release Celebration - Episode 1: Tanjiro




https://youtu.be/OFlgS1rEnsY












劇場版『鬼滅の刃』無限列車編の反響






　２０２０年10月に公開された劇場版『鬼滅の刃』無限列車編は、公開前からの予想を大きく上回る反響によって、『鬼滅の刃』ブーム第３波ともいえる盛り上がりをみせています。本章の最後は、現在進行形で記録を伸ばし続ける本作劇場版周りの各界からの反響について、概観していきましょう。






映画界からの反響






　本作が公開される２０２０年10月の時点で、既に日本全土で社会現象と呼ばれるまでの盛り上がりを見せていた『鬼滅の刃』。その劇場版だけあって、本作は公開前から〝それなりの大ヒットとなるだろう〟とある程度は予想されていました。しかし蓋を開けてみれば、公開と同時に日本の歴代記録を次々と塗り替え、公開前の〝ある程度の予想〟をはるかに上回る、想像を超えた大ヒットとなったのです。

　公開初週の週末３日間だけで、興行収入は46億円を突破。観客動員数も３４２万人を超え、これまでに日本国内で公開された映画の土日の興行収入・動員の歴代１位を記録しました。

　その後は、これも日本歴代史上最速となる公開10日間で興行収入が１００億円を突破。公開24日目には２００億円、39日目には２５９億円を突破し、『千と千尋の神隠し』と『タイタニック』に続く、洋画と邦画を含む日本歴代興行収入第３位となりました［34］。

　なによりすごいのが上記を始め、歴代興行収入ランキングに入る他の作品群がロングランと共に打ち立ててきた興行収入を、たった１ヶ月弱で達成し、未だにその記録を伸ばし続けているところです。






　以前、２０１８年に公開された劇場版『名探偵コナン ゼロの執行人』にて、〝興収１００億突破させることでメインキャラ・安室透を「１００億の男」にしよう〟という動きがあり、それと同様に、本作でも、メインキャラ・煉獄杏寿郎を２００億、いや３００億の男にしようという声が、１００億突破のタイミングで挙がりました。その時点では、ありえない話ではないものの半信半疑にも思われていたその目標が本当に達成されてしまう日も、もしかしたら近いのかもしれません。

　また、本作劇場版が上記のような異例のスタートダッシュを切れたのには、２０２０年の春先以降、新型コロナウィルスで新作の封切停止や営業自粛等の影響を受けた映画館側が、本作の興行に特に力を入れていたことも関係していると思います。

　実際に公開初週は、１日に40回以上上映したり、時間帯によっては15分毎の頻度や同時刻に複数スクリーンで上映する劇場などもあり、「田舎の電車の本数より多い無限列車」と話題になるほどの力の入りようでした。

　その甲斐あって、10月以降は映画館の客足もかなり伸びたようで、こうした出来事は「２０１９年に紙のコミックスの売り上げで書店を救った『鬼滅の刃』が、今年は新型コロナウィルスの打撃を受けた映画館を救っている」とも評されています。







［34］映画「鬼滅の刃」、興行収入２５９億円　国内歴代３位に：日本経済新聞




https://www.nikkei.com/article/DGXMZO66561770U0A121C2X30000








海外からの反響






　こうして今なお進行形で映画界に大きな影響を与えている本作ですが、この出来事は海外のメディアからも注目を集めることになりました。

　実は本作劇場版が封切３日で達成した数字は、日本国内だけでなく、「その週末の他の国での興行記録を全て合わせたものをも上回っており（原文：the movie had the biggest opening in the world last weekend ? more than all other countries combined ? despite having debuted only domestically.）」、そのことが〝The New York Timesで〟報じられたことが、日本でも話題になったのです。

　記録的な数字への驚きもありますが、記事内にもあるように、新型コロナウィルスの影響で映画業界、特に映画館経営が厳しいアメリカの現状と比較して、感染対策がなされているという安心感さえあれば人々は映画館に戻ってくることを本作が立証したことにも注目されたのでしょう。

　本作が海外のアニメファンからも高い支持を得ていることは前述しましたが、こうしたきっかけで一般にも向けた著名な媒体で取り上げられたことは、海外でもアニメファン以外のさらに広い層にまで、Demon Slayer: Kimetsu no Yaibaの名前が認識されるきっかけになったのではないでしょうか。






　またアジアの各地域でも本作は順次公開され、早速話題になっています。10月30日に公開された台湾では、公開後３日間の累計興行収入が約１億１７００万台湾ドルを記録し、台湾の劇場版アニメの初動興行収入歴代１位となりました［35］。

　11月12日に公開が始まった香港でも、新型コロナウィルスの影響による入場制限などもあり初日歴代１位には届かなかったものの、上映回数は香港全域で８４０回（２日目はそれを上回る８６０回）と、同日上映された最新ハリウッド映画の４倍以上上映されており、日本と同様に本作の興行にかなり力が入っていることが窺えます［36］［37］。






　これから年末、年明けにかけて東南アジアでも順次公開され［38］、北米でも２０２１年公開予定とされている本作。海外でも原作漫画、アニメと展開してきた本作が、日本で数々の記録を打ち立て世界からも注目を集めているこの劇場版でより一層の盛り上がりをみせるのか、まだまだ目が離せない状況が来年以降も続きそうです。







［35］鬼滅の刃：台湾でも絶好調　初動興収４．３億円　劇場版アニメ歴代１位




https://mantan-web.jp/article/20201106dog00m200065000c.html




［36］劇場版「鬼滅の刃」２０２０年度のアニメ映画世界興行収入ランキング暫定１位に ＃鬼滅の刃




https://eiga.com/l/mlzjK




［37］『鬼滅の刃』、初日は上映８４０回－香港ポスト




https://hkmn.jp/%e3%80%8e%e9%ac%bc%e6%bb%85%e3%81%ae%e5%88%83%e3%80%8f%e3%80%81%e5%88%9d%e6%97%a5%e3%81%af%e4%b8%8a%e6%98%a0%ef%bc%98%ef%bc%94%ef%bc%90%e5%9b%9e/




［38］https://twitter.com/animationbiz_jp/status/1325325542262935552












鬼滅ブームが各界に与えた影響






　２０１９年は紙のコミックスの売り上げ好転に、２０２０年はコロナの打撃を受けた映画興行の盛り上がりに貢献し、深夜アニメから国民的ヒット作が生まれ得ることを実証するなど、上記に挙げた出来事だけでも、本作のブームが、漫画界、アニメ界、映画界に様々な面で影響を与えていることが窺えます。

　しかし２０１９年にブームが生じてから１年弱が過ぎてなお〝盛り上がりのピークが見えてこない〟こともあり、今の時点では、まだ業界全体に与えた影響の全貌までは把握できません。

　実際に、本書執筆中の２０２０年11月末には、12月発売の原作最終巻にて累計発行部数が１億２０００万部を突破すると報じられたり、未だ絶賛公開中の劇場版の最終的な興行成績も、果たして『千と千尋の神隠し』を抜いて歴代１位となるのか……など、まだまだ本作のブームの伸びは予想ができない状況です。

　海外での劇場版公開なども控えている今、今後の展開――例えばアニメ第２期以降の発表など――によっては、ブーム第４の波が生まれたり、現状で本作ヒットの報が政界にまで届いているように［39］、エンタメ業界以外に様々な影響を及ぼすことも考えられます。






　このあたりは、引き続き情報・データ収集を続けると共に、本作のブームが一体いつまで続くのかという動きと共に、今後とも観察を続けていく必要がありそうです。







［39］首相「全集中の呼吸」で答弁　「鬼滅」引用：日本経済新聞




https://www.nikkei.com/article/DGXMZO65764030S0A101C2PP8000












アニメコラム③：劇場版公開にまつわる異例の現象






　未だに新たな記録を打ち出し続けている劇場版『鬼滅の刃』無限列車編［40］ですが、本作に関する異例の現象というのは、実は映画が公開される直前の〝チケット販売の時点〟で既に見受けられていました。

　公開日を週末に控えた10月13日の深夜０時、日付が変わると同時に始まったチケットの先行販売にて、劇場ホームページへのアクセスが集中しすぎて繋がりにくくなり、〝しばらく座席の購入が困難になる事態〟が発生したのです。

　実際に筆者自身も０時から購入を試みていたのですが、無事に初日のチケットを購入できたころには午前１時30分を回っていました。






　実はこうしてチケット発売と同時にサイトへのアクセスが集中してしまい、映画館のホームページがパンクしてしまう現象自体は、舞台挨拶や先行上映といった各種特別興行の度にチケット争奪戦に挑むアニメファンにとっては珍しいことではありません。しかし今回のように、特別興行の会場となる特定の映画館に限らず、様々なシネコンのホームページが全国的にアクセス困難になったことは、極めて稀な出来事でした。

　多くは公開２日目の舞台挨拶付き上映を狙ってのことかと思ったものの、公開２週目の先行発売時も、初週ほどではないものの一時アクセス困難な瞬間があったことからは、週末に本作を鑑賞しようと思っていた人が純粋にそれだけ多かったということが窺えます。本作劇場版による異例の現象は、歴史に残るような記録のほかに、こうした意外なところでも起きていたのです。







［40］拙著参照 映画「鬼滅の刃」歴史的大ヒットも「ブームのピークはこれから」と言える理由




https://gendai.ismedia.jp/articles/-/76729












おわりに






　筆者は昨年２０１９年末に、Yahoo!ニュース個人で執筆した拙著「〝２０１９年の顔〟となったアニメ『鬼滅の刃』とは：近年稀にみる盛り上がり方の特徴」をたくさんの方にご覧いただけたことがきっかけで、２０２０年年明け以降、本作関連で報道番組やラジオ番組への出演や、様々な媒体での執筆機会をいただくことができました。

　そのおかげで、比較的早い段階から本作の動きだけでなく、ファンや社会の反応、様々なデータの収集を行うことができていたのですが、正直なところ、冒頭の記事を書いた時点では、本作のブームがまさかこれほどまでに拡大し、長く続くとは思っていませんでした。

　原作がいい。アニメも素晴らしい。

　それは双方をみてきた筆者自身も強くそう思っています。しかし僭越ながら、２０１２年から毎週放送中のアニメを全視聴するというライフワークを行う中では、これも当たり前ですが、原作もアニメも最高ではあっても、本作ほどの社会現象が生じなかった作品の方が圧倒的に数は多いのです。

　本作とそれらの作品との違いは何かと考えたとき、原作とアニメが面白く魅力的なのは大前提として、その要因を作品の内側だけでなく外側にも求めることで、その全貌がみえてくるのではないかと思い、本書を執筆させていただきました。

　皆さまご存知の通り、本作のブームは一言で「これが原因だ！」と言い切れるような現象ではないため、結論といえるようなわかりやすい答えが提示できないことは申し訳ございません。ですが冒頭で挙げた通り、出来る限りの要素を抽出し、それらを点として線で繋いで面として『鬼滅の刃』ブームを捉えてみることで、「なぜ『鬼滅の刃』はこんなにも盛り上がっているのか？」、その輪郭がぼんやりとでも皆さまの前にご提示できましたなら幸いです。

　最後の章でも言及した通り、本書執筆の時点で『鬼滅の刃』ブームはまだ現行状態です。アニメの２期が発表されるのか、新たな小説やスピンオフ漫画が発表されるのか、ゲームの配信・発売日がついに発表されるのか、はたまた海外での劇場版の反響を受けて、今より大きなブームの第４波が起きるのか……。原作の連載が終了し、年末でコミックスの発売も一旦終わりを迎える分、今後はそれ以外の大きなメディアミックス展開がいつどう行われていくのかによって、『鬼滅の刃』ブームの様相も変わり続けていくことでしょう。

　まだまだ本書で触れきれなかった項目も多数ありますので、今後も引き続き作品を楽しみつつ、このブームの探求を続けていきたいと思います。
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編集後記






　僕は元々漫画やアニメが好きで、幼少期からいろんな作品に触れてきました。そんな中で久々に「これは！」と思ったのが『鬼滅の刃』です。しかし一方で、僕には疑問が浮かびました。

　――『鬼滅の刃』は確かに面白い。でも、他にも同じくらい面白い漫画やアニメはたくさんある。ではなぜ『鬼滅の刃』だけがここまで大きなインパクトを残したのか？――






　企画としてのスタートはまさに、この１つの素朴な疑問からでした。






　この企画が企画会議を通過した際、著者として小新井さんにご執筆をお願いした理由は大きく２つありました。

　１つ目は、この作品が王道少年漫画であるにもかかわらず、僕が思っていた以上に女性ファンが多いという事実を知ったことにあります。もちろん男性ファンも多くいるのですが、この人気を語るうえで女性からの視点は欠かせない。そう思いました。

　２つ目は、小新井さんが大学の先輩に当たり、何年も前からアニメ研究家としての活動を拝見していたことです。僕が一方的に存じ上げていただけなのですが、この企画を書いていただくのは小新井さんしかいない――。そう思いました。






　そして実は、この企画はコロナ禍に始まったため、小新井さんとはZoomにてＭＴＧは行いましたが、まだ直接お会いしたことがありません。このコロナが収束し、いつか改めて小新井さんにお会いできる日が来ることも、密かな次なる楽しみです（笑）。






　最後に、そもそも『鬼滅の刃』という作品がこの世に生まれなければ、こんな風に小新井さんとお仕事をご一緒できる機会は一生来なかったかもしれません。この場を借りて、『鬼滅の刃』の作者である吾峠呼世晴さん、並びに関係各所の皆様にお礼を申し上げます。本当にありがとうございます。







編集担当 岡本雄太郎
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